
 
 

 

去

る
、
五

月

十

九

日

（
金
）
に
平
成
二
十
九
年

度
（
第
五
十
六
回
）
通
常

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。 

 

議
長
に
、
宮
下
今
朝
春

氏
を
選
出
し
、
議
案
は
滞

り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

  

今
年
度
の
事
業
に
お
け

る
基
本
方
針
は
、 

①
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
推
進 

 

②
麻
績
村
地
域
振
興
事
業

の
実
施 

 

③
筑
北
村
商
工
会
と
の
広

域
連
携
、
グ
ル
ー
プ
支
援

体
制
に
よ
る
経
営
改
善
普
及
事
業

の
推
進 

④
組
織
強
化
の
た
め
の
会
員
増
強 

 

の
推
進 

 

⑤
商
工
貯
蓄
共
済
・
小
規
模
企
業

共
済
の
加
入
促
進 

 

⑥
県
・
村
・
関
係
機
関
等
と
の
連 

 

携
強
化
で
す
。 

  

日
本
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
ア
メ
リ

カ
の
政
策
運
営
を
巡
る
不
透
明
感
、

中
国
を
始
め
、
ア
ジ
ア
新
興
国
経
済

の
景
気
減
速
の
影
響
、
金
融
資
本
市

場
の
変
動
の
影
響
な
ど
、
先
行
き
不

透
明
な
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
商

工
会
で
は
地
域
の
商
工
業
を
全
力
で

支
援
す
る
た
め
「
商
工
会
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
推
進
を
図
り
、
経

営
支
援
体
制
を
強
化
、
よ
り
専
門
的

な
支
援
が
で
き
る
よ
う
商
工
連
と
密

接
に
連
携
し
、
支
援
体
制
の
一
層
の 
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企業を育て 

地域を伸ばす 

第８６号 

お
み
商
工
会
報 

広報委員会 

委 員 長  

峯村登志夫 

副委員長  

宮下 隆志 

委    員  

宮下 光晴 

清水  深 

小松 弘幸 

宮川 暢裕 

宮下 留子 
（敬称略順不同） 

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
振
興
に
お
き
ま
し

て
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
及
び
各

種
イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
参
加
協
力

等
、
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
の

で
、
会
員
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の

御
理
解
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

  

長
野
県
商
工
会
連
合
会
長 

 
 
 

 

 
 

 

役
員
功
労
者
表
彰 

 
 

 

 
 

 

Ｍ
Ｙ
企
画 

 

峯
村 

登
志
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

 
 
 

 

平
成
二
十
九
年
度
第
五
十
六
回
麻
績
村
商
工

会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
は
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 
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自
営
業
に
は
定
年
が
無
い
。
友
人

は
「
羨
ま
し
い
」
と
言
っ
た
。
確

か
に
、
定
年
後
の
再
雇
用
や
年
金

生
活
は
不
安
で
あ
る
。
で
も
、
今

の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
と

は
思
え
な
い
。
必
ず
体
力
も
落

ち
、
五
感
も
衰
え
る
。
鼻
が
利
か

な
く
な
り
、
目
も
見
え
な
く
な
っ

て
い
く
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
今
の

仕
事
を
責
任
も
っ
て
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。 

 

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る

と
、
意

欲

の

あ

る

う

ち

に
「
定

年
」
と
い
う
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を

自
分
で
作
り
、
実
行
す
る
し
か
な

い
。 

 

最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り

す
ぎ
て
、
こ
ん
な
事
ば
か
り
妄
想

し
て
し
ま
う
。
で
も
、
自
分
の
時

間
を
作
る
に
は
ど
こ
か
で
現
状
を

見
直
さ
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
こ
の

ま
ま
流
さ
れ
て
終
わ
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。 

  

・
八

月

十

五
（
火
）
・
十

六

日

（
水
）
は
、
商
工
会
館
を
閉
館
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

第
二
十
八
回
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
八
月
五
日
（
土
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

村
内
各
種
団
体
に
御
協
力
い
た

だ
き
実
行
委
員
会
を
構
成
、
村
を

あ
げ
て
の
お
祭
り
で
す
。 

 

当
商
工
会
で
は
例
年
と
同
じ
く

商

業

部

会
・
工

業

部

会
・
青

年

部
・
女
性
部
が
出
店
い
た
し
ま

す
。
お
祭
り
当
日
、
会
場
・
出
店

準
備
等
人
手
不
足
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
非
常
に
暑
い
時
期
で
大
変
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く

の
会
員
皆
様
の
御
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

商
工
会
関
係
出
店
内
容 

商
業
部
会 

 

や
き
と
り
・缶
ビ
ー
ル 

工
業
部
会 

 

た
こ
焼
き
・も
つ
煮 

青  

年  

部 

 

か
き
氷
・生
ビ
ー
ル
・チ
ュ
ー
ハ
イ 

 
 

焼
き
そ
ば
・ 

お
も
ち
ゃ 

女  

性  

部 

 

お
で
ん
・缶
ビ
ー
ル
・缶
ジ
ュ
ー
ス 

 
 

ゲ
ー
ム 

午
前
八
時
よ
り 

 
 

会
場
準
備 

 

午
後
三
時 

 

ミ
ニ
防
災
フ
ェ
ア 

 

災
害
現
場
で
活
躍
し
て
い
る 

消
防
車
両
の
展
示
や
写
真
撮
影 

は
し
ご
車
搭
乗
体
験 

 

午
後
三
時 

 
 

開
会
式 

 
 
 

 

午
後
三
時
十
分 

 

 

ち
び
っ
子
消
防
団
発
足
式 

 

午
後
三
時
四
十
分 

 

聖
太
鼓
子
供
連
の
演
奏 

 
 
 
 

 

午
後
四
時 

 
 
 

 

筑
中
ソ
ー
ラ
ン
と
麻
績
小
学
校 

金
管
バ
ン
ド
部
演
奏 

 

午
後
五
時 

 

和
太
鼓 

花
水
木
の
演
奏 

 

午
後
五
時
四
十
五
分 

 

抽
選
券
配
布 

編 
 

集 
 

後 
 

記 

午
後
六
時 

 

 

盆
踊
り
大
会 

 
 
 

 

午
後
六
時
四
十
分 

 

お
笑
い
芸
人 

ヒ
ロ
シ 

 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ョ
ー
ラ
イ
ブ 

 

午
後
七
時 

 

 

小
桜
舞
子 

歌
謡
シ
ョ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

＆
Ｃ
Ｄ
即
売
会 

 
 

 

午
後
八
時 

 
 
 
 
 

大
抽
選
会 

 

午
後
八
時
二
十
分 

 
 

花
火
大
会 

  
 

花
火
大
会
終
了
後
片
付
け
作
業 

 

お
知
ら
せ 
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暑
い
日
が
続
く
中
、
筑
北
村
商
工

会
女
性
部
と
の
親
睦
交
流
会
が
筑
北

村
坂
井
健
康
館
に
て
行
わ
れ
、
ピ
ン

ポ
ン
大
会
（
卓
球
並
み
に
上
手
な
方

も
…
）
を
し
ま
し
た
。 

 

皆
様
、
久
し
ぶ
り
の
運
動
に
汗
を

流
し
、
ア
ル
パ
演
奏
で
心
癒
さ
れ
、

大
感
激
で
涙
ぐ
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
美
味
し
い
食
事
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
会
話
が
弾
み
、
日
ご

ろ
の
忙
し
い
仕
事
の
合
間
の
ひ
と

時
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
後
も
、
女
性
部
は
頑
張
っ
て
本

会
等
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

       
 

     

 
 

 

商
工
会
ク
リ
ー
ン 

 
 
 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施 

麻
績
村
・
筑
北
村 

 

商
工
会
女
性
部
交
流
会 

     

六
月
二
十
五
日
（
日
）
早
朝
よ

り
、
役
職
員
並
び
に
女
性
部
の
皆

さ
ん
と
、
商
工
会
周
辺
の
整
備
や

村
内
幹
線
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。 

 

生
い
茂
る
草
む
ら
に
は
、
空
き

缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
多
く
捨

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ポ
イ
捨
て
を
す
る
方
々
の
モ
ラ

ル
が
問
わ
れ
る
問
題
で
す
が
、
一

人
一
人
が
環
境
美
化
に
対
し
意
識

向
上
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

   

講
習
会
の
開
催
予
告 

拾ってきたゴミの仕分け中 

 

七
月
二
十
日
、
商
工
会
館
に
お

い
て
筑
北
村
商
工
会
と
共
催
で
、

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
Ｐ
Ｏ
Ｐ
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
で

は
、
店
頭
や
店
内
で
購
買
活
動
の

訴
求
に
、
お
客
様
の
目
に
留
ま
り

や
す
く
ア
ピ
ー
ル
力
抜
群
の
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
実
際
に
使
い
な

が
ら
、
分
か
り
や
す
い
、
印
象
に

残
り
や
す
い
、
描
き
方
の
コ
ツ
な

ど
を
今
村
明
子
先
生
か
ら
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
十
一
名
の
参
加
者

か
ら
は
、
「
楽
し
か
っ
た
！
」 

消
費
税
軽
減
税
率 

 
 
 
 
 

対
応
窓
口
相
談
事
業 

 

Ｐ
Ｏ
Ｐ
講
習
会
の
開
催 

「
も
っ
と
学
び
た
い
！
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
使
用
し
た

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
各
自
持
ち
帰

り
、
早
速
事
業
所
で
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

              

来
た
る
九
月
二
十
日
に
、
平
成

三
十
一
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る

消
費
税
十
％
へ
の
引
き
上
げ
及
び

軽
減
税
率
導
入
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
パ
ソ
コ
ン
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
会
計
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
の
実
技
と
実
際
に
ポ
ス
レ
ジ
を

使
っ
た
実
演
も
行
い
ま
す
。
時
間

は
二
部
制
と
し
、
昼
の
部
は
午
後

二
時
よ
り
麻
績
村
商
工
会
館
で
、

夜
の
部
は
午
後
七
時
よ
り
筑
北
村

商
工
会
館
に
て
行
い
ま
す
の
で
、

ご
都
合
の
よ
い
時
間
帯
に
参
加
く

だ
さ
い
。 

優勝を狙って真剣勝負！ 

マーカーを使って実践中！ 

活用例 

 
 

 
 

           

こ
の
度
、
青
年
部
長
に
就
任
し

ま
し
た
「
宮
川
暢
裕
」
で
す
。
佐

藤
部
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
麻
績

村
商
工
会
青
年
部
の
重
み
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
全
力
で
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

青
年
部
で
は
、
親
会
で
あ
る
商

工
会
、
ま
た
女
性
部
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
麻
績
村
や
様
々
な
団
体

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

色
々
な
事
業
を
通
し
て
連
携
を
図

り
、
青
年
部
を
よ
り
盛
り
上
げ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
二
年
間
、
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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去
る
、
六
月
二
十
四
日
、
恒
例

の
工
業
部
会
親
睦
旅
行
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。 

 

目
指
す
は
、
山
梨
県
北
杜
市
。

総
勢
、
二
十
五
名
で
の
出
発
と
な

り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ま
ず
始
め
に
訪
れ
た
の
は
「
サ
ン

ト
リ
ー
白
州
工
場
」
で
す
。
こ
こ

で
は
、
工
場
見
学
と
お
い
し
い

「
ハ
イ
ボ
ー
ル
」
の
作
り
方
体
験

を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
後
、
昼
食
会
場
と
な
る
白

州
・
尾
白
の
森
名
水
公
園
「
べ
る

が
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ

で

は
、
テ

ラ

ス

に

て

バ

ー

ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
子
供
達
は
、

水
遊
び
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
ば
し
ゆ
っ
く
り
し
た
後
、

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
白
州
工
場
へ
と
向

か
い
、
こ
こ
で
は
工
場
見
学
と
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
試
食
（
と
い
う

よ
り
食
べ
放
題
で
す
ね
。
）
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

 

帰
路
に
つ
く
頃
に
は
、
両
手

い
っ
ぱ
い
の
お
土
産
が
。 

 

日
頃
の
疲
れ
も
忘
れ
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

青
年
部
で
は
毎
年
六
月
十
日
の

「
商
工
会
の
日
」
の
前
後
に
、
観

光
地
で
あ
る
聖
湖
周
辺
の
ゴ
ミ
拾

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
絆
」
感

謝
運
動
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
生

し
た
大
震
災
を
は
じ
め
、
各
地
で

発
生
す
る
災
害
時
の
復
興
支
援
活

動
等
で
も
改
め
て
確
認
さ
れ
た
青

年
部
及
び
地
域
に
お
け
る
「
絆
」

に
つ
い
て
再
認
識
・
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
さ
ら
に
そ
の
結

び
つ
き
を
地
域
単
位
で
強
化
し
て

い
く
こ
と
等
を
目
的
と
し
実
施
し

て
い
る
運
動
で
す
。
事
業
実
施

テ
ー
マ
は
七
つ
あ
り
、
そ
の
一
つ

が
清
掃
奉
仕
事
業
で
す
。 

 

今
年
は
、
十
日
土
曜
日
に
実
施

し
、
聖
高
原
ス
キ
ー
場
の
ロ
ー
タ

リ
ー
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。
一
時
間
程
度
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
目
立
っ
た
大
き
な
ゴ
ミ

も
な
く
、
き
れ
い
な
環
境
が
保
た

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
に
貢
献
し
部
員
同

士
の
絆
・
地
域
と
の
絆
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

青
年
部
長
挨
拶 

青
年
部 

「
絆
」
感
謝
運
動
を
実
施 

工
業
部
会
親
睦
旅
行
開
催 

美味しいハイボールの作り方を体験 


